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市
場
に
お
け
る
株
式
の
価
格
は
、
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
る
か
、
と
い
う
課
題
を
解
く
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
・
一
定
の

時
、
一
定
の
市
場
に
汽
て
、
蕉
さ
れ
た
株
式
価
隻
対
象
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
・
こ
の
株
価
分
析
に
つ
い

て
の
方
法
を
探
求
す
る
ば
あ
い
、
わ
が
国
で
つ
ね
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
は
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
の
所
論
で
あ
的
・

ヒ
ル
フ
ア
、
、
デ
イ
ソ
グ
は
、
、
一
、
の
有
名
な
著
書
、
「
金
饗
本
論
一
の
第
二
編
「
資
本
の
費
、
擶
資
本
一
享
豪
麦
警
轟

。
。
・
。
穴
、
貝
、
一
。
。
ら
、
・
。
ヨ
窒
く
。
穴
、
貝
、
一
一
に
汽
て
、
株
価
分
析
に
触
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ー
ソ
グ
は
株
価

帳
と
か
、
株
価
分
析
と
か
を
藤
と
し
て
、
こ
れ
と
正
而
か
血
組
み
、
究
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
て
・
栗
主
義
杜
会

○
か
、
り
く
り
を
分
析
し
、
、
１
、
の
秘
符
を
露
呈
せ
し
め
よ
う
と
す
る
理
論
を
構
築
す
る
た
め
の
諭
理
過
程
に
お
い
て
・
こ
の
論
題
に
ふ

れ
て
い
イ
乙
で
奪
が
、
”
一
、
の
分
析
を
行
の
う
に
あ
た
つ
て
、
ま
ず
、
株
式
会
杜
に
淳
妻
本
嘉
連
す
る
と
き
の
特
砦
把
ら

え
、
個
人
企
業
と
株
式
会
杜
に
淳
る
、
ン
、
養
木
Ｏ
出
事
の
機
能
の
相
連
か
ら
は
じ
め
る
・
株
会
杜
形
態
は
・
そ
れ
ま
で
の

企
業
形
態
と
は
、
賓
本
家
Ｏ
機
能
を
変
化
せ
し
め
、
い
わ
ゆ
る
機
能
資
木
球
と
無
機
能
資
本
宋
と
に
分
裂
せ
し
め
る
こ
と
を
突
く
。
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そ
し
て
・
こ
の
無
機
能
資
本
家
の
出
資
に
よ
る
資
本
の
性
格
を
特
長
づ
け
、
貸
付
資
本
と
婁
じ
よ
う
萎
本
所
得
の
た
め
の
動
機

に
差
ず
く
も
の
と
考
え
る
・
た
だ
・
た
実
る
貸
付
資
本
と
異
奪
と
こ
ろ
は
、
「
株
式
形
態
で
投
じ
ら
れ
た
貨
幣
資
本
の
利
子

率
は
・
利
子
率
と
し
て
・
奮
か
じ
め
、
き
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
婁
く
、
そ
註
、
た
だ
、
一
定
企
業
の
収
益
一
利
潤
一
に
た

い
す
る
請
求
権
に
す
茎
～
一
こ
と
に
あ
る
と
い
・
づ
。
す
奪
ち
、
無
機
能
資
本
家
の
出
資
は
貸
付
資
本
家
の
貸
付
資
金
と
同
様
に
、

そ
の
資
本
所
得
蓋
得
す
る
た
め
に
出
資
さ
れ
る
も
の
で
雲
が
、
そ
の
両
者
の
資
本
所
得
の
あ
い
だ
に
は
、
確
定
利
付
と
不
確
定

配
当
と
の
相
違
の
あ
る
こ
と
嘉
摘
す
る
。
そ
し
て
、
貸
付
資
本
は
条
件
の
充
足
に
よ
つ
て
償
遠
え
る
が
、
株
式
出
淫
償
還
が

条
件
と
な
一
て
い
な
い
の
で
雲
か
ら
、
「
株
主
が
貨
幣
資
本
家
と
な
る
た
め
に
は
、
か
れ
が
そ
の
資
本
を
い
つ
で
義
幣
資
本
と

し
て
回
収
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
一
る
。
「
株
主
は
、
ひ
と
た
び
手
ば
奮
れ
た
こ
の
資
本
を
、
志
高
収
す
る
こ
と
は
で
き

き
よ
れ
は
・
そ
れ
に
た
い
し
て
・
な
ん
ら
の
請
求
権
を
嘉
し
き
。
か
れ
は
、
た
だ
収
益
の
一
分
数
に
た
い
し
て
講
求
讐

有
す
る
だ
け
で
あ
伽
・
一
そ
し
て
・
こ
の
貨
幣
資
本
の
回
収
に
つ
い
て
の
要
求
を
充
た
す
も
の
と
し
て
、
出
資
に
よ
つ
て
得
た
株
式

に
流
通
性
を
あ
た
を
場
と
し
て
の
株
式
取
引
所
の
存
在
を
考
宝
つ
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
株
式
の
価
格
は
、
極
六
の
投

資
可
能
に
淳
る
撃
に
よ
っ
て
、
確
定
利
付
資
木
の
価
格
に
接
近
し
、
株
主
に
た
い
し
て
は
、
棄
の
利
潤
か
、
り
の
配
分
に
よ
る

収
益
高
子
化
す
竜
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
こ
・
よ
う
な
利
子
化
は
、
株
式
組
織
主
び
有
価
砦
収
引
所
の
腹
に

つ
れ
て
行
等
二
つ
・
歴
嵩
雑
で
奪
。
株
式
会
杜
が
一
般
的
形
態
と
雀
イ
、
株
式
・
売
却
可
能
が
ま
た
蓬
し
な
い
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
だ
は
・
酎
当
の
う
ち
に
も
利
子
だ
け
で
な
く
、
企
業
利
澗
も
ふ
く
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
論
じ
て
き
た
ヒ
ル
フ
ァ
上
ア
ー
ソ
グ
は
、
企
業
利
潤
の
配
分
さ
芝
い
部
分
の
行
方
を
葉
し
よ
う
と
し
て
、
擬
制

栗
。
弼
に
人
一
て
い
く
・
「
株
主
か
ら
払
じ
一
ま
れ
た
携
・
栗
は
、
決
定
的
に
産
業
栗
に
一
転
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
つ



て
、
現
実
に
は
、
産
業
資
本
と
し
て
の
み
実
存
す
る
。
」
「
だ
か
ら
、
そ
の
後
の
株
式
取
引
に
さ
い
し
て
支
払
わ
れ
る
貨
幣
は
・
決

し
て
、
株
主
に
よ
っ
て
最
初
に
払
い
こ
ま
れ
て
消
費
さ
れ
つ
つ
あ
る
貨
幣
で
は
な
い
、
そ
れ
は
、
そ
の
株
式
会
杜
の
資
本
の
、
す
な

わ
ち
、
”
て
の
企
業
の
資
本
の
構
成
部
分
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
資
本
遠
元
さ
れ
た
収
益
証
券
の
流
通
に
必
要
な
追
加
貨
幣
で
あ
る
・

同
様
に
、
株
式
の
価
格
も
、
ま
た
、
け
っ
し
て
企
業
資
本
の
一
部
分
と
し
て
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、
そ
の
価
格
は
、
む
し
ろ
・

資
本
還
元
さ
れ
た
収
益
の
持
分
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
企
業
に
固
定
さ
れ
た
総
資
本
の
分
数
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
・
大
き
さ

の
相
対
的
に
確
定
し
た
も
の
と
し
て
、
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
一
般
利
子
率
で
資
本
還
元
さ
れ
た
収
益
と
し
て
決
定
さ
れ

る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
株
式
の
価
格
は
現
実
に
機
能
し
つ
つ
あ
る
藤
業
資
本
の
価
値
（
ま
た
は
価
格
）
に
依
存
す
る
の
で
は
な

い
、
と
い
う
の
は
、
株
式
は
、
企
業
で
事
実
上
機
能
し
つ
つ
あ
る
資
本
の
一
部
分
に
た
い
す
る
権
利
証
書
で
は
な
く
、
収
益
の
一
部

分
に
た
い
す
る
権
利
証
書
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ン
、
れ
は
、
第
一
に
は
、
利
潤
の
大
き
さ
（
し
た
が
っ
て
、
産
業
資
本
そ

の
も
の
の
生
産
諾
要
素
の
価
格
よ
り
は
、
は
る
か
に
変
動
的
な
大
き
さ
）
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
一
般
利
子
率
に

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

　
こ
こ
に
お
い
て
、
ヒ
ル
フ
ア
ー
デ
イ
ソ
グ
は
、
株
式
の
価
値
は
企
業
資
本
の
価
値
と
関
連
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
利
洲
の
配
分

を
基
礎
と
す
る
、
一
般
利
子
率
に
よ
る
賓
本
遼
元
が
株
式
取
引
に
お
け
る
株
式
価
格
を
形
成
す
る
、
と
班
解
す
る
の
で
あ
る
・
こ
の

こ
と
は
、
株
価
形
成
を
視
角
と
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
株
式
の
本
質
を
利
潤
証
券
と
し
て
把
ら
え
、
株
価
形
成
を
、
配
当
と
一
般

利
子
率
と
の
閑
連
に
お
い
て
分
析
し
よ
う
と
す
る
に
他
な
ら
な
い
。

　
「
株
式
は
収
入
権
で
あ
り
、
将
来
の
生
産
に
た
い
す
る
債
務
要
求
権
（
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ぎ
崖
ま
９
）
で
あ
り
、
収
益
宿
図
証
書
で
あ
る
・
こ
Ｏ

収
益
は
質
本
遠
元
さ
れ
て
、
株
式
の
価
格
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
株
価
に
お
い
て
、
第
二
の
資
本
が
存
在
す
る
よ
う
に
み
え
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フ
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デ
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る
・
こ
れ
は
純
然
た
る
擬
制
で
あ
る
。
現
実
に
存
在
す
る
の
は
、
た
だ
産
業
資
本
と
ン
、
の
利
潤
の
み
で
あ
る
。
」
「
株
価
は
、
現
実
に

は
資
本
で
は
な
く
て
二
収
入
の
価
格
一
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
杜
会
の
内
部
で
は
、
す
べ
て
の
貨
幣
額
が
収
入
を
妻
、
し
た
が

っ
て
・
逆
に
・
す
べ
て
の
収
入
が
、
あ
る
貨
幣
額
の
果
実
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
た
し
か
に
可
能
な
；
の
価
格
一
に
す

　
　
＠

ぎ
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
か
よ
う
に
・
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
に
お
い
て
は
、
株
式
価
格
は
擬
制
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
価
格
に
よ
つ
て
取
引
さ
れ
る

追
加
貨
幣
資
本
は
擬
製
本
を
形
成
す
る
と
い
う
の
芸
る
。
「
株
式
取
引
は
資
本
取
引
で
は
な
く
て
、
賃
料
権
の
売
買
で
あ
る
。

株
式
価
格
の
変
動
は
・
墨
に
機
能
し
つ
つ
あ
る
産
蕾
本
に
は
、
直
按
な
ん
ら
の
影
響
圭
た
え
な
い
。
一
し
た
が
つ
て
、
「
株
式

費
本
」
の
総
和
・
す
な
わ
ち
、
賓
本
遠
元
さ
れ
た
収
益
権
の
価
格
総
和
は
、
最
初
に
、
産
業
資
本
に
転
化
さ
れ
た
貨
幣
資
本
と
一
致
す

る
必
要
は
な
い
・
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
牛
ず
る
闘
は
、
こ
の
箒
が
ど
う
し
て
起
る
か
、
ま
た
、
こ
の
差
額
の
大
き
さ
は
ど
う
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
伽
・
一
そ
し
て
・
計
算
上
の
例
婁
げ
、
「
利
澗
牟
む
資
本
を
、
利
子
末
む
栗
形
態
に
転
化
す
る
こ
と
か
ら

の
み
・
う
ま
れ
る
利
得
蜂
で
あ
っ
て
、
一
こ
染
、
　
こ
の
蒜
か
　
「
製
利
得
一
一
〇
、
饒
。
Ｐ
。
、
・
・
。
ま
、
づ
一
な
の
で
あ
る
と

す
岬
・
こ
Ｏ
ば
あ
い
・
「
聾
差
ん
に
利
千
プ
一
フ
ス
企
業
利
得
と
考
え
、
し
た
が
つ
て
、
個
人
企
業
の
利
洲
と
同
じ
も
の
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

る
・
そ
れ
で
は
株
式
会
糺
の
特
殊
性
が
み
と
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
則
か
で
あ
仙
。
」
と
し
て
、
刷
業
利
得
の
解
閉
は
、
こ
の
漉
乱
か

・
り
脱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
え
ら
れ
る
と
す
る
。

　
株
式
価
格
を
擬
制
的
な
も
の
と
し
て
把
ら
え
、
株
式
収
引
に
お
け
る
貨
幣
資
木
の
移
助
を
擬
制
資
木
と
理
解
す
る
ヒ
ル
フ
ア
ー
デ

ィ
ソ
グ
は
・
「
こ
ｏ
擬
制
資
本
の
特
殊
な
流
迦
形
態
を
概
察
す
る
と
、
つ
ぎ
ｏ
こ
と
が
見
出
さ
れ
イ
わ
。
株
式
が
売
行
さ
れ
る
、
す
な
わ

ち
・
籍
に
た
い
し
て
売
え
る
。
こ
Ｏ
轟
は
二
つ
の
雅
に
わ
か
れ
る
、
一
二
讐
は
製
科
芙
し
、
製
差
と
え



ば
、
発
行
銀
行
に
帰
す
る
、
ン
、
し
て
、
こ
の
循
環
の
流
通
か
ら
離
脱
す
る
Ｃ
他
の
部
分
は
、
生
産
資
本
に
転
化
さ
れ
て
、
わ
れ
わ
札

の
す
で
に
知
っ
て
い
る
産
業
資
本
の
循
環
を
え
が
く
。
株
式
は
売
ら
れ
て
い
る
、
ン
、
の
株
式
ン
、
の
も
の
が
、
ふ
た
た
び
流
通
す
る
に
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は
、
追
加
貨
幣
が
流
通
手
段
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
こ
の
流
通
は
、
取
引
所
と
い
う
固
有
の
市
場
で
行
わ
れ
る
。
」

　
「
従
来
の
経
済
学
で
、
た
だ
記
述
的
に
述
ら
れ
て
い
た
企
業
機
能
の
分
離
は
、
同
時
に
、
産
業
資
本
家
の
株
主
へ
の
、
特
殊
な
貨

幣
資
本
家
へ
の
転
化
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
株
主
を
ま
す
ま
す
純
貨
幣
資
本
家
に
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
株
式
が
取
引
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
い
つ
で
も
売
却
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
。
」

　
ヒ
ル
フ
ア
ー
デ
ィ
ソ
グ
に
よ
る
前
述
の
珊
解
は
、
個
人
企
業
か
ら
生
成
発
展
し
た
株
式
会
杜
企
業
は
、
ン
、
の
貨
幣
資
木
家
の
産
業

資
本
家
化
す
る
傾
向
を
逆
転
さ
せ
、
産
業
資
本
家
の
貨
幣
資
本
家
化
の
傾
向
を
醸
生
し
、
い
わ
ゆ
る
所
有
と
経
洋
の
分
離
傾
向
を
考

え
、
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
擬
制
資
本
の
形
成
を
と
お
し
て
、
株
式
と
交
扱
に
出
資
さ
れ
た
貨
幣
資
本
は
、
玩
実
に
は
、
企
業
資
本

と
な
る
が
、
株
式
が
資
本
調
連
者
で
あ
る
企
業
か
ら
僕
遺
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
の
出
資
資
本
の
回
収
に
は
、
株
式
の
売
買
流
通
が
基

礎
条
件
と
な
り
、
こ
○
条
件
が
株
式
取
引
所
市
場
に
お
い
て
実
塊
さ
れ
る
と
し
、
こ
の
売
買
取
引
の
行
わ
れ
る
ば
あ
い
の
価
格
は
、

企
業
の
実
体
資
産
に
は
閑
連
な
く
、
企
業
利
潤
の
中
か
ら
配
分
さ
れ
る
配
当
と
一
般
利
子
率
と
の
投
資
競
争
に
お
い
て
、
資
本
遼
元

さ
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
企
業
の
有
す
る
塊
実
資
本
と
閑
連
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
基
礎
と
し
て
擬
制
資
本

と
考
え
る
の
で
あ
る
。

Ｑ
末
、
ら
ｃ
罵
；
＝
。
・
、
一
具
二
）
婁
Ｈ
り
一
…
旨
葦
弓
姜
－
享
一
二
巨
三
ま
二
一
二
；
。
・
び
ざ
ワ
三
・
葦
轟
麦
穴
一
言
姜
目
妻
Ｌ
套
．

　
　
　
戸
；
５
『
、
；
売
一
Ｐ
・
Ｐ
○
・
○
○
．
お
Ｏ
。
．
林
要
訳
「
金
融
資
本
諭
」
ニ
ハ
○
ぺ
ー
ジ
。
岡
崎
次
郎
訳
「
余
融
費
本
論
」
一
七
四
べ
ー
ジ

　
　
　
Ｈ
｛
・
｝
旨
昌
（
－
轟
一
２
・
２
．
○
・
○
○
・
崖
○
．
林
要
訳
、
前
掲
書
、
一
六
ニ
ベ
ー
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
一
七
六
ぺ
－
ジ

　
＠
　
Ｆ
雪
罵
竃
（
三
一
〇
ｑ
一
２
．
２
・
Ｃ
．
○
○
．
Ｈ
合
．
林
要
訳
、
前
掲
詐
、
一
六
三
ぺ
－
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
篶
、
一
七
八
ぺ
－
ジ

　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
に
お
け
る
株
価
分
析
（
住
ノ
げ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
四
〇
五
）
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立
命
館
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済
学
（
第
十
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・
箪
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
（
四
〇
六
）

戸
目
岸
實
ａ
品
一
ｐ
ｐ
○
．
○
ｏ
．
Ｈ
亀
．
林
要
訳
、
前
掲
書
、
一
六
四
－
一
六
五
ぺ
ー
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
一
七
九
べ
ー
ジ

声
目
５
『
ｅ
品
一
ｐ
ｐ
○
．
○
ｏ
．
－
お
．
林
要
訳
、
前
掲
書
、
一
六
五
べ
ー
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
一
八
○
べ
－
ジ

声
雪
豪
『
ｅ
品
一
苧
ｐ
．
○
．
○
ｏ
．
Ｈ
お
．
林
要
訳
、
前
掲
書
、
一
六
六
べ
ー
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
一
八
○
－
一
八
一
ぺ
ー
ジ

声
串
薫
彗
ａ
品
一
２
・
２
・
○
．
○
ｏ
．
○
ｏ
・
Ｈ
宣
。
Ｉ
Ｈ
畠
．
林
要
訳
、
前
掲
書
、
ニ
ハ
七
べ
ー
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
一
八
ニ
ベ
ー
ジ

声
曇
篶
竃
Ｅ
轟
一
ｐ
２
．
○
．
○
○
Ｌ
畠
．
林
要
訳
、
前
掲
書
、
ニ
ハ
七
ぺ
－
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
一
八
ニ
ペ
ー
ジ

Ｈ
｛
・
；
岸
９
（
一
一
品
一
２
・
２
．
○
・
○
Ｏ
．
Ｈ
ミ
・
林
要
訳
、
前
掲
書
、
一
七
〇
ぺ
－
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
一
八
五
ぺ
－
ジ

声
；
罵
暮
（
巨
轟
一
２
．
ｐ
（
）
．
○
ｏ
．
崖
ｏ
。
．
林
要
訳
、
前
掲
書
、
一
七
一
べ
ー
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
一
八
六
ぺ
ｉ
ジ

二

　
こ
の
よ
う
に
、
あ
た
え
ら
れ
た
株
式
価
格
の
形
成
に
つ
い
て
の
、
い
わ
ば
静
態
的
分
析
を
行
っ
た
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
は
、
つ

い
で
、
株
価
の
変
動
に
ー
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
。

　
「
好
策
気
に
な
る
か
、
ま
た
は
、
そ
の
他
の
好
都
合
な
事
情
に
よ
っ
て
、
後
に
ー
、
よ
り
高
い
妃
当
が
可
能
に
な
れ
ば
、
株
式
の
価
格
は

　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
、

上
昇
す
る
。
」
「
相
場
価
値
の
変
動
は
、
収
益
の
変
動
ヤ
塊
実
の
機
能
資
本
の
蛸
減
と
は
独
立
に
　
一
般
的
利
子
率
の
変
鋤
に
よ
っ
て

伽
ず
る
で
あ
ろ
う
。
な
が
く
つ
づ
く
低
い
利
千
率
は
、
他
の
栴
情
が
お
な
じ
な
ら
、
株
式
資
本
の
時
価
価
値
を
上
げ
、
一
。
Ｎ
い
利
千
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
そ
れ
を
下
げ
る
ｃ
」
上
述
し
た
よ
う
に
、
株
価
の
形
成
は
、
不
確
定
配
当
と
一
般
利
千
率
と
に
よ
る
資
木
遼
元
と
い
う
分
析
を
基

礎
と
す
る
と
い
う
の
が
、
ヒ
ル
フ
ア
ー
デ
イ
ソ
グ
の
考
え
方
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
命
魎
に
よ
る
と
、
ヒ
ル
フ
ア
ー
デ
イ
ソ
グ
の
株
価
形

成
に
か
ん
す
る
そ
の
よ
う
な
基
本
分
析
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
、
あ
る
い
は
ン
、
の
両
考
が
変
莇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
株
式
価
格
の

形
伐
は
変
動
す
る
と
い
う
醐
態
的
な
考
え
方
に
発
展
す
る
。
不
確
定
舵
当
証
券
は
、
　
「
ン
、
の
収
益
、
、
ｎ
の
う
け
る
変
動
が
、
不
確
定
で
、



種
六
の
、
つ
ね
に
予
測
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
変
動
が
、
こ
れ
ら
の
証
券
の
は
げ
し
い
価
格
変
動
を
惹
起
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
証
券
は
、
投
機
の
主
要
な
対
象
と
な
る
。
」
し
た
が
っ
て
、
「
取
引
所
固
有
の
活
動
は
、
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ろ
、
投
機
な
の
で
あ
る
。
」
し
か
も
、
「
そ
れ
は
、
資
本
主
義
的
企
業
に
は
　
　
経
営
に
も
、
そ
の
生
産
物
に
も
　
　
関
係
が
な
い
。

所
有
の
交
替
、
不
断
の
流
通
は
、
ひ
と
た
び
創
立
さ
れ
た
企
業
に
は
影
響
が
な
い
。
生
産
や
ン
、
の
収
益
は
、
こ
の
収
益
に
た
い
す
る

証
書
の
持
主
○
交
替
に
よ
っ
て
は
影
響
を
う
け
な
い
、
ン
、
れ
と
同
様
に
、
ン
、
の
収
益
の
価
値
も
、
株
価
の
変
動
に
よ
っ
て
変
化
を
う

け
る
こ
と
は
な
い
、
逆
に
、
他
の
事
情
が
お
な
じ
で
あ
れ
ば
、
こ
の
収
益
の
価
値
こ
ン
、
が
、
株
価
の
変
動
を
き
め
る
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
こ
の
利
子
証
書
の
売
買
は
、
生
産
な
り
、
利
潤
の
実
現
（
た
と
え
ば
商
品
販
売
に
お
け
る
）
な
り
に
は
、
な
ん
の
影
響
も
な

い
と
こ
ろ
の
、
一
つ
の
純
経
済
的
な
現
象
で
あ
り
、
私
的
な
財
産
分
配
に
お
け
る
純
然
た
る
移
動
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
投
機
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

損
得
は
、
も
っ
ぱ
ら
利
子
名
義
に
た
い
す
る
ン
、
の
と
き
ど
き
の
評
価
の
差
か
ら
の
み
う
ま
れ
る
。
」

　
か
く
て
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
は
、
株
式
価
格
の
形
成
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
分
析
に
よ
っ
て
探
求
し
た
要
内
を
動
態
的
に
理

解
し
、
し
か
も
、
そ
の
動
態
的
把
握
の
不
確
定
性
の
う
ち
に
予
想
性
、
し
た
が
っ
て
投
機
性
を
洞
見
し
て
、
こ
れ
を
論
理
的
基
礎
と

し
て
、
株
式
収
引
の
、
こ
と
に
取
引
所
取
引
の
少
な
か
ら
ざ
る
郁
分
が
投
機
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
班
解
し
よ
う
と
す
る
の

で
あ
る
。
い
わ
ば
、
基
礎
的
な
株
価
分
析
か
ら
現
実
的
な
株
価
を
対
象
と
す
る
分
析
へ
移
行
し
、
腿
開
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

静
態
的
分
析
か
ら
動
態
的
分
析
へ
の
展
開
で
あ
る
。

　
「
投
機
は
価
格
変
動
の
利
州
に
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
商
品
の
価
格
変
動
の
利
州
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
投
機
業
者
に
と
っ
て
は
、

止
産
費
本
家
の
ば
あ
い
と
ち
が
い
、
物
価
の
騰
落
は
間
魎
で
な
い
。
間
題
と
な
る
の
は
、
商
。
ｍ
価
格
で
は
な
い
。
考
慮
さ
れ
る
の
は
、

商
品
価
格
で
な
く
て
、
白
分
の
利
子
名
義
の
価
格
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
利
子
名
義
の
価
格
は
、
利
潤
の
大
き
さ
に
左
右

　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
に
お
げ
る
株
価
分
析
（
住
ノ
江
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
四
〇
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
四
〇
八
）

さ
れ
る
が
、
こ
の
利
潤
の
大
き
さ
は
、
物
価
が
、
持
続
的
で
あ
っ
て
も
、
下
落
し
て
も
、
騰
貴
し
て
も
、
そ
れ
ら
に
は
関
係
な
く
変

動
す
る
。
と
い
う
の
は
、
利
潤
に
と
っ
て
決
定
的
な
こ
と
は
、
生
産
品
の
価
格
の
絶
対
的
な
水
準
で
は
な
く
て
、
そ
の
費
用
価
格
と

販
売
価
格
と
の
割
合
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
投
機
老
に
た
い
し
て
は
、
さ
ら
に
、
利
潤
が
多
く
な
る
か
、
少
く
な
る
か
は
重

　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

要
で
は
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
た
だ
そ
の
変
動
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
変
動
を
予
見
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
」

　
「
利
潤
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
生
産
資
本
の
所
有
者
、
ま
た
は
利
潤
名
義
の
所
有
者
に
分
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
投
機
業

老
は
、
け
っ
し
て
利
潤
の
上
昇
に
よ
っ
て
の
み
利
得
を
え
る
の
で
は
な
い
。
利
潤
の
低
下
に
よ
っ
て
も
利
得
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

利
潤
の
増
加
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
た
だ
利
潤
の
増
減
に
よ
る
利
潤
名
義
の
価
格
変
動
だ
け
を
考
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
　
　
い
い
か
れ
ば
、
一
定
の
と
き
に
、
前
に
売
っ
て
お
い
た
よ
り
も
安
く
買
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
は
、
前
に
買
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

い
た
よ
り
も
高
く
売
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
よ
り
利
得
す
る
の
で
あ
る
。
」

　
株
式
価
格
の
形
成
の
基
礎
を
一
般
利
子
率
と
利
益
配
分
率
と
の
比
較
に
お
け
る
貰
本
遠
元
関
係
に
も
と
め
た
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ

グ
は
、
こ
の
二
つ
の
要
因
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
双
方
に
お
け
る
変
化
に
よ
っ
て
株
価
は
変
動
す
る
と
埋
解
す
る
こ
と
上
述
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
要
内
を
基
礎
と
し
て
株
価
形
成
を
考
え
る
と
し
て
も
、
市
場
に
お
け
る
投
機
収
引
の
株
価
形
成
に
お
よ

ぽ
す
重
婆
性
を
と
り
あ
げ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
投
機
取
引
の
本
質
を
株
価
の
変
動
を
予
見
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
と
双
解
す
る
。

　
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
一
般
利
子
率
と
、
い
わ
ゆ
る
配
当
率
と
い
う
、
二
つ
の
基
礎
的
な
株
価
形
成
要
因
か
ら
独
立
し

た
妥
内
と
し
て
、
投
機
を
、
ン
、
の
う
え
に
、
導
入
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
投
機
の
株
価
形
成
を
め
ぐ
る
諦
閉

趣
に
つ
い
て
研
討
す
る
領
域
に
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
諭
州
過
程
を
腿
開
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
０
　
－
｛
．
；
；
『
（
三
お
二
一
。
Ｆ
Ｃ
．
８
・
饒
○
．
林
要
沢
、
前
掲
〃
、
一
七
五
へ
ー
ジ
、
閉
崎
次
〃
爪
、
前
掲
＾
、
一
九
一
へ
－
ジ
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林
要
訳
、
前
掲
書
、

林
要
訳
、
前
掲
書
、

林
要
訳
、
前
掲
書
、

林
要
訳
、
前
掲
書
、

林
要
訳
、
前
掲
書
、

林
要
訳
、
前
掲
書
、

一
七
七
べ
－
ジ
。

二
〇
八
べ
ー
ジ
。

二
一
ニ
ベ
い
ジ
。

二
一
三
ぺ
ー
ジ
。

二
一
四
ぺ
ー
ジ
。

二
一
五
ぺ
－
ジ
。

岡
崎
訳
、
前
掲
書
、

岡
崎
訳
、
前
掲
書
、

岡
崎
訳
、
前
掲
書
、

岡
崎
訳
、
前
掲
書
、

岡
崎
訳
、
前
掲
書
、

岡
崎
訳
、
前
掲
書
、

一
九
三
べ
ｉ
ジ

ニ
ニ
八
べ
ー
ジ

ニ
三
ニ
ベ
ー
ジ

ニ
三
三
ぺ
－
ジ

ニ
三
五
ぺ
－
ジ

ニ
三
五
べ
－
ジ

三

　
「
投
機
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
証
券
に
つ
い
て
、
い
つ
で
も
、
吸
収
準
備
の
あ
る
一
つ
の
市
場
を
創
造
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、

他
の
資
本
主
義
の
人
戊
が
、
か
れ
ら
の
擬
制
資
本
を
現
実
資
本
に
転
化
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
し
た
が
っ
て
、
投
機
は
擬
制
資
本

の
狐
引
の
た
め
の
市
場
を
創
造
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
擬
制
資
本
に
お
け
る
投
資
の
不
断
の
交
替
と
、
こ
の
擬
制
資
本
の
貨
幣
資
木
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

の
不
断
の
再
転
化
と
の
可
能
性
を
創
造
す
る
の
で
あ
る
。
」
か
く
て
、
資
本
主
義
祉
会
に
お
い
て
は
、
投
機
は
必
然
性
を
有
つ
と
理

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
　
「
株
価
は
、
あ
ら
ゆ
る
価
格
と
お
た
じ
よ
う
に
、
価
格
本
来
の
決
定
原
内
Ｏ
ほ
か
に
、
｝
給
閑
係
の
変
化
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
る
一
時
的
な
原
内
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
価
格
の
変
動
だ
け
を
問
趣
に
し
、
そ
の
変
動
の
原
因
は
こ
れ
を

閉
趣
に
し
な
い
投
機
に
と
っ
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
変
動
の
原
内
は
、
ど
う
で
も
よ
い
。
他
方
に
お
い
て
、
投
機
は
、
そ
ｏ
気
分

ヤ
期
仙
か
つ
ね
に
変
化
す
る
と
い
う
本
質
上
　
　
こ
の
変
化
は
、
投
機
の
不
確
実
さ
か
ら
必
然
に
う
ま
れ
る
　
　
、
需
給
閑
係
そ
の

も
ｏ
を
っ
ね
に
変
化
さ
せ
、
こ
の
変
化
は
、
ま
た
価
格
を
も
変
動
さ
せ
る
、
と
こ
ろ
が
、
い
っ
さ
い
ｏ
価
格
変
動
は
、
ま
た
、
こ
り

　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
に
お
け
る
株
価
分
析
（
住
ノ
江
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
四
〇
九
）
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領
域
で
、
あ
ら
た
な
投
機
や
、
あ
ら
た
な
取
引
や
、
ま
た
地
位
の
変
化
　
　
そ
れ
は
需
要
供
給
に
た
い
す
る
あ
ら
た
な
変
化
を
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

の
う
　
　
に
刺
戟
を
あ
た
え
る
。
」

　
か
く
て
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
は
、
株
価
の
基
本
的
形
成
要
因
と
し
て
〇
一
般
利
子
率
と
配
当
率
と
の
関
係
の
う
え
に
、
需
給

関
係
の
変
化
を
要
因
と
し
て
埋
解
し
、
し
か
も
、
丑
、
の
各
要
因
に
お
け
る
変
化
の
予
想
に
も
・
、
し
ず
い
て
行
動
さ
れ
る
投
機
に
よ
っ
て
、

大
き
く
需
要
関
係
の
変
化
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
も
、
取
引
所
の
創
設
に
よ
っ
て
、
産
業
資
本
の
擬
制
化
を
通
じ

て
、
証
券
の
資
本
化
を
実
現
せ
し
め
、
創
業
利
得
の
形
成
を
可
能
に
ー
す
る
。
か
く
て
、
投
機
の
根
拠
は
非
常
に
広
い
範
囲
に
わ
た
る

こ
と
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
取
引
所
の
取
引
に
お
け
る
特
殊
性
が
、
こ
れ
ら
の
要
因
の
う
え
に
つ
け
加
え
ら
れ
る
こ
－
戸
し
を
説
い
て
い
る
。

　
「
取
引
所
の
取
引
は
売
買
取
引
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
他
の
取
引
と
根
木
的
に
ち
が
う
点
は
、
収
引
さ
れ
る
商
品
に
あ
る
の
で
あ
っ

て
、
取
引
の
様
式
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
経
済
的
に
決
定
的
な
の
は
、
そ
の
取
引
の
技
術
で
は
な
く
て
、
そ
の
内
容
で
あ
り
、
こ
の

技
術
的
細
□
の
叙
述
は
、
む
し
ろ
実
践
的
商
人
の
案
内
書
の
な
す
べ
き
こ
と
で
、
理
論
的
研
究
に
ソ
、
く
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、

し
か
し
、
こ
の
収
引
処
理
の
仕
方
が
、
阜
、
の
収
引
の
内
容
か
ら
う
ま
れ
る
一
定
の
結
巣
を
た
ヤ
す
く
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
仕
方

が
一
般
的
に
も
ま
た
蒐
要
で
興
味
の
あ
る
も
の
と
な
る
。
」
「
い
ろ
い
ろ
の
貨
幣
証
書
は
、
収
引
所
に
お
け
る
価
値
と
し
て
、
相
互
に

一
様
で
あ
り
、
代
替
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
姑
的
に
ち
が
う
だ
け
で
あ
る
。
収
引
所
証
券
の
い
わ
ゆ
る
賃
的
差
異
も
、
－

！
確
定
利
付
証
券
と
株
券
と
の
あ
い
だ
に
お
け
る
、
ン
、
の
占
つ
な
、
ま
た
、
請
証
券
問
の
確
実
さ
に
お
け
る
よ
う
な
　
　
ま
た
、
収
引

所
収
引
に
よ
り
、
つ
ね
に
吠
的
差
堤
に
か
え
ら
れ
、
ン
、
し
て
、
た
ん
に
評
価
上
○
差
別
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
も
っ
ば
ら
、
価
格
の
桐
違
は
、
か
の
、
お
な
じ
、
板
類
Ｏ
商
品
の
質
Ｏ
ち
が
う
ば
あ
い
、
ン
、
れ
が
ま
ず
化
産
費



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
相
違
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
の
と
は
ち
が
っ
て
、
ま
っ
た
く
需
給
関
係
の
相
違
に
よ
っ
て
牛
ず
る
だ
け
で
あ
る
。
」

　
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
グ
は
、
か
よ
う
に
、
取
引
の
客
体
の
本
質
的
相
違
を
、
代
替
性
の
故
に
、
量
的
相
違
と
切
り
換
え
る
、
取
引
所

に
お
け
る
機
能
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
取
引
所
に
お
け
る
取
引
が
、
も
っ
ば
ら
、
取
引
物
件
の
価
格
変
動
に
よ
る
価

格
差
利
得
を
狙
う
投
機
取
引
を
足
場
と
し
て
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
実
物
取
引
、
あ
る
い
は
清
算
取
引
に
お
け
る
実
物
受
渡
に
立
場

を
お
い
て
考
え
る
と
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
の
取
引
所
に
お
け
る
取
引
客
体
の
質
的
相
違
の
止
揚
は
、
基
本
的
に
は
そ
う
で
あ
っ

て
も
、
多
少
の
吟
味
を
必
要
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。
従
来
、
存
在
し
て
い
た
坂
引
所
が
、
主
と
し
て
、
投
機
取
引
を
主

眼
と
し
た
売
買
仕
法
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
考
え
方
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
す
べ
て
の
証
券
投
資
が
価
格
変
動
を
焦
点
と
し
、

元
木
の
騰
落
に
よ
る
利
得
の
行
為
と
考
え
る
考
え
方
で
あ
る
。
も
し
こ
の
考
え
方
、
す
な
わ
ち
、
取
引
所
が
投
機
の
た
め
に
存
在
し
、

す
べ
て
の
証
券
収
引
が
投
機
取
引
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
肯
定
し
え
な
い
者
に
と
っ
て
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
こ
の
ヒ
ル
フ

ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
の
説
に
は
批
判
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
と
も
か
く
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
の
株
価
分
析
の
論
班
構
造
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
一
般
利
子
率
と
配
当
率
と
の
関

係
を
某
礎
と
し
、
一
！
、
の
う
え
に
、
投
機
を
要
内
と
し
て
加
え
、
投
機
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
変
動
す
る
俗
給
閑
係
を
、
ン
、
の
婁
囚
と
し

て
視
野
に
人
れ
よ
う
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
、
収
引
所
に
お
け
る
収
引
客
体
の
貫
的
相
違
を
止
揚
し
て
、
一
侃
的
相
違
の
み
に
切
り
か

え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
例
を
あ
げ
て
、
説
明
す
る
。

　
「
い
ま
、
も
し
砂
糖
株
と
鉄
道
株
が
等
し
い
収
益
を
あ
た
え
る
と
す
れ
ば
、
鉄
道
株
Ｏ
価
格
の
方
ゲ
＾
か
ろ
う
」
と
い
う
命
魎
を

か
か
げ
、
何
故
で
あ
る
か
を
吟
味
す
る
。
　
「
と
い
う
の
は
、
多
く
の
人
は
、
ン
、
の
収
益
が
確
実
だ
と
思
わ
れ
る
鉄
道
株
の
方
を
貿
い

　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
に
お
げ
る
株
価
分
析
（
住
ノ
江
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
四
一
一
）
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た
が
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
た
ん
に
収
益
の
大
小
ば
か
り
が
株
価
形
成
の
要
因
で
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
に
、

そ
の
収
益
の
安
定
性
と
い
う
要
丙
に
つ
い
て
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
つ
い
で
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
は
投
機
の
た
め
の
信
用
供
与
の
制
度
な
い
し
は
方
式
に
つ
い
て
述
べ
、
「
信
川
の
利
用
は
、
定
期

取
引
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
も
よ
く
利
用
さ
れ
る
」
と
し
て
、
定
期
取
引
に
つ
い
て
解
明
し
、
　
「
定
期
取
引
は
、
す
べ
て
の
取
引
の
履

行
を
同
一
の
時
点
に
う
つ
す
。
こ
れ
ら
の
取
引
は
、
と
り
わ
け
、
投
機
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
か
ら
、
売
と
買
と
は
対
立
し
、
大
部
分

は
、
相
互
に
相
殺
さ
れ
る
。
」
「
定
期
投
機
取
引
で
は
、
証
券
の
所
有
が
目
的
で
は
な
く
て
、
差
益
の
獲
得
が
口
的
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
証
券
は
い
つ
で
も
売
却
で
き
る
か
ら
、
取
引
額
は
、
証
券
の
価
格
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
は
し
な
い
で
、
た
だ
、
投
機
か
ら
う

ま
れ
る
こ
と
の
で
き
る
差
額
の
高
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
同
時
に
、
証
券
が
境
実
に
存
在
し
て
、
布
場
に
あ
る
こ
と

を
要
す
る
の
は
、
た
だ
、
投
機
収
引
が
た
が
い
に
相
殺
さ
れ
な
い
範
囲
を
限
度
と
す
る
。
な
さ
れ
た
収
引
頒
は
、
だ
か
ら
、
塊
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

存
在
す
る
証
芥
の
価
格
総
和
の
大
き
さ
と
は
無
関
係
で
、
こ
れ
を
数
倍
も
超
過
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

　
ン
、
し
て
、
　
「
投
機
は
、
信
川
の
お
か
げ
で
、
ン
、
の
収
引
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
で
も
市
況
を
利
州
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刷
一

結
火
、
価
格
の
動
揺
を
減
少
さ
せ
る
、
と
い
う
の
は
、
投
機
的
操
作
に
は
、
い
つ
も
反
対
操
作
が
と
も
な
わ
れ
る
か
ら
で
あ
仙
。
」

と
諭
じ
て
、
投
機
の
価
格
安
定
に
お
よ
ぼ
す
杉
響
の
一
而
に
も
ふ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
｝
給
閑
係
ｏ
株
価
形
成
に
あ
た

え
る
妥
内
の
一
っ
と
し
て
、
証
券
の
投
機
収
引
を
－
戸
し
り
あ
げ
、
ン
、
の
投
機
収
引
ｏ
売
貫
制
峻
な
い
し
は
売
服
仕
汰
と
し
て
の
定
期
火

引
に
つ
い
て
諭
ず
る
。

　
っ
い
で
、
ド
ィ
ッ
柾
芥
市
場
に
お
け
る
特
長
で
あ
る
銀
行
ｏ
証
券
収
引
に
っ
い
て
論
じ
、
　
「
銀
行
御
皮
ｏ
売
展
す
る
「
ト
っ
れ
て
、

価
休
証
芥
収
引
、
い
織
逃
に
一
つ
Ｏ
変
化
が
お
こ
る
。
銀
行
宋
は
、
は
じ
め
、
た
だ
Ｏ
仲
貰
人
で
あ
っ
て
、
お
得
忠
い
た
め
に
収
引
○



世
話
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
株
式
相
場
に
た
い
す
る
銀
行
ｏ
資
本
力
と
関
心
と
が
ま
せ
ぱ
ま
す
だ
け
、
銀
行
は
、
ま
す
ま
す
白
己
取

引
に
う
つ
っ
て
ゆ
く
。
坂
引
の
大
部
分
は
、
い
ま
で
は
、
坂
引
所
で
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
銀
行
は
、
、
〆
、
の
取
引
先
か
ら
う

け
る
注
文
を
互
に
相
殺
し
、
た
だ
相
殺
さ
れ
な
い
額
だ
け
を
、
取
引
所
で
世
話
し
て
や
る
な
り
、
銀
行
臼
身
の
手
持
証
券
の
う
ち
か

ら
ま
に
あ
わ
せ
る
な
り
、
す
る
の
で
あ
る
。
」
「
そ
こ
で
、
銀
行
は
、
有
価
証
券
収
引
の
た
ん
な
る
仲
介
者
た
る
こ
と
を
や
め
て
、
自

己
収
引
を
営
む
こ
と
に
な
る
。
」
「
そ
れ
と
と
に
も
、
大
銀
行
は
、
取
引
所
か
ら
ン
、
の
機
能
の
一
部
を
う
ば
っ
て
、
み
ず
か
ら
証
券
市

場
と
な
る
、
収
引
所
に
の
こ
さ
れ
る
の
は
、
銀
行
で
相
殺
さ
れ
な
い
残
余
額
の
み
で
あ
る
。
」
「
以
前
は
大
き
な
取
引
所
の
み
が
、
！
、
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

で
あ
っ
た
と
お
な
じ
よ
う
に
、
大
銀
行
は
、
み
ず
か
ら
、
あ
る
姑
の
需
要
と
供
給
と
で
あ
る
。
」

　
し
か
も
、
　
「
銀
行
組
織
の
集
中
の
す
す
む
に
つ
れ
て
、
収
引
所
に
た
い
す
る
大
銀
行
の
勢
力
が
異
常
に
ま
す
、
わ
け
て
も
、
、
１
、
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

は
、
多
く
の
一
般
人
が
収
引
所
投
機
に
千
を
出
す
こ
と
の
減
じ
た
時
期
に
、
い
ち
じ
る
し
い
。
」
の
で
あ
る
か
ら
、
株
価
形
成
に
つ

い
て
の
銀
行
役
割
は
、
非
常
に
重
要
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。
ン
、
の
う
え
、
「
相
場
の
展
閑
の
う
え
に
振
も
う
か
よ
う
な
強
大
な
勢
力

に
か
て
て
く
わ
え
て
、
銀
行
は
、
そ
の
ま
す
ま
す
加
わ
る
産
業
と
の
緕
合
を
と
お
し
て
、
個
六
の
企
業
状
態
を
精
密
に
知
り
、
岬
１
、
の

化
産
物
を
予
想
し
、
ば
あ
い
に
よ
っ
て
は
、
ま
た
、
ン
、
の
欲
す
る
ま
ま
に
、
ネ
、
の
収
益
を
左
右
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
よ
そ
、
こ
れ
ら
の
諸
契
機
に
よ
り
、
奴
行
は
、
投
機
で
、
す
こ
ぶ
る
安
全
に
操
作
で
き
る
の
で
あ
る
。
」
と
考
え
、
搬
行
の
株
価

櫟
縦
に
か
ん
す
る
伽
域
に
ま
で
分
析
を
展
閉
す
る
。

　
◎
　
　
戸
；
罵
昌
（
三
売
一
２
．
２
．
○
・
コ
ｏ
・
Ｈ
竃
．
林
婆
沢
、
前
掲
は
〔
、
二
一
八
べ
ー
ジ
。
岡
崎
次
郎
沢
、
前
掲
乃
、
二
、
二
九
べ
ー
ジ

　
　
　
戸
；
罧
篶
（
二
品
一
Ｐ
２
．
○
．
○
ｎ
Ｕ
○
．
８
０
．
』
○
Ｈ
．
林
要
訳
、
前
掲
杵
、
二
二
九
ぺ
ー
ジ
。
岡
崎
沢
、
前
掲
け
Ｈ
、
二
五
●
ぺ
ー
ジ

　
＠
　
声
雪
豪
『
一
ご
轟
一
Ｐ
苧
○
．
○
ｏ
．
昌
Ｈ
．
林
要
双
、
前
掲
篶
、
二
二
九
－
二
三
、
∴
）
べ
－
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
れ
〔
、
二
五
一
べ
ー
ジ

　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
ｉ
デ
ィ
ソ
グ
に
お
げ
る
株
価
分
析
（
住
ノ
江
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
四
一
三
）
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）

　
Ｈ
｛
・
雪
罵
實
一
饒
轟
一
甲
ｐ
．
○
．
○
ｏ
・
８
０
。
・
林
要
訳
、
前
掲
書
、
ニ
ゴ
ニ
ー
二
三
ニ
ペ
ー
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
二
五
三
べ
ー
ジ

　
Ｈ
｛
・
雪
巨
暮
Ｅ
品
一
Ｐ
Ｐ
（
）
。
○
Ｏ
．
８
ド
　
林
要
訳
、
前
掲
書
、
二
三
一
ぺ
－
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
二
五
ニ
ペ
ー
ジ

　
ー
｛
・
；
５
乙
一
品
一
Ｐ
・
２
・
○
・
○
○
Ｏ
○
・
８
・
。
・
』
８
・
に
Ｃ
；
毒
Ｈ
』
註
｝
竃
庁
旨
Ｈ
自
彗
３
一
Ｅ
－
（
；
己
豪
汁
ユ
９
畠
０
９
　
林
要
訳
、
前
掲
書
、

七
－
二
三
八
ぺ
ー
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
二
六
〇
べ
－
ジ

声
匡
岸
竃
３
品
一
Ｐ
２
・
○
・
Ｏ
Ｏ
．
８
り
．
林
要
訳
、
前
掲
書
、
二
三
八
－
二
三
九
ぺ
ー
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
二
六
一
べ
ー
ジ

声
曇
５
『
ｅ
品
一
２
・
Ｐ
・
○
・
○
Ｏ
．
旨
Ｏ
・
林
要
訳
、
前
掲
書
、
二
三
九
ぺ
ー
ジ
。
岡
崎
訳
、
前
掲
書
、
二
六
ニ
ベ
ー
ジ

二
三

四

　
上
述
に
お
い
て
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
の
金
融
資
本
論
に
論
述
さ
れ
て
い
る
株
価
形
成
な
い
し
は
株
価
分
析
に
か
ん
す
る
所
論

の
大
綱
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
理
解
す
る
た
め
に
、
多
く
の
引
用
に
よ
っ
て
、
し
め
し
た
。
ン
、
れ
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
貨
幣
資
本
家
の
陵
業
資
本
家
化
す
る
傾
向
を
、
個
人
企
業
形
態
か
ら
株
式
会
祉
企
業
形
態
に
生
成
発
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
座

業
資
木
家
の
貨
幣
質
本
家
化
す
る
傾
向
へ
逆
行
せ
し
め
る
必
然
性
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
企
業
に

お
け
る
所
有
と
経
営
の
分
離
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
恋
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
の
故
に
、
個
人
企
業
と
株
式
会
礼
に

お
け
る
資
木
提
供
劣
、
す
な
わ
ち
出
資
者
の
機
能
の
相
連
が
外
ず
る
。
ン
、
し
て
、
株
式
会
礼
に
お
け
る
出
資
者
を
機
能
資
木
家
と
無

機
能
資
本
家
と
に
分
裂
せ
し
め
る
。
こ
こ
に
い
う
と
こ
ろ
の
無
機
能
資
本
家
の
資
本
提
供
は
企
業
の
経
営
に
直
接
た
ず
さ
わ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
る
○
で
は
な
く
て
、
そ
の
出
資
に
た
い
す
る
利
益
の
配
分
を
得
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
提

供
費
木
に
よ
る
所
得
は
、
一
般
資
付
資
本
と
賓
木
所
得
を
得
る
こ
と
に
お
い
て
、
よ
く
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
木
質
に
お
い
て



異
っ
て
い
る
・
と
い
う
の
は
・
企
業
の
あ
げ
た
利
潤
の
配
分
に
よ
る
資
本
所
得
で
か
る
か
ら
、
企
業
の
利
潤
の
大
小
、
す
な
わ
ち
利

潤
の
変
動
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
膏
、
貸
付
資
本
の
利
子
と
異
つ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
契
約
に
よ
つ
て
定
め
皇
て
い
る
資

本
所
得
で
は
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
相
違
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
貸
付
資
本
に
淳
る
資
本
所
得
の
よ
う
に
確
定
性
が
言
、

不
確
定
な
利
潤
配
分
が
提
供
資
本
に
差
資
本
所
得
で
苧
・
。
し
か
も
、
貸
付
資
本
は
償
警
れ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
が
、
株
式

出
資
に
は
償
還
条
件
が
と
も
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
両
者
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
両
老
の
あ
い
だ
に
、
資
本
所
得

の
獲
得
を
目
的
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
一
致
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
こ
で
・
無
機
能
資
本
家
Ｏ
提
供
資
本
が
回
収
さ
れ
な
い
と
い
う
条
件
を
貸
付
資
本
の
償
還
と
同
様
に
す
る
た
め
に
、
提
供
資
本

の
出
資
の
受
領
証
書
に
し
て
、
資
本
所
得
の
基
礎
と
な
る
株
式
に
売
買
取
引
に
よ
る
譲
渡
性
を
あ
た
え
る
こ
と
が
工
夫
せ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
・
こ
の
株
式
の
売
買
狼
引
流
通
可
能
性
を
実
現
す
る
ば
あ
い
、
売
買
取
引
に
お
け
る
価
格
、
す
な
わ
ち
株
式
価
格
は
提
供

資
本
が
企
業
の
経
営
の
内
部
に
お
い
て
機
能
し
て
い
る
資
本
と
関
連
性
を
有
つ
な
ら
ば
、
機
能
し
て
い
る
企
業
資
本
　
　
企
業
資
産

の
評
価
に
よ
っ
て
、
き
わ
め
て
簡
単
に
評
価
さ
れ
る
が
、
企
業
資
産
と
の
関
連
は
存
在
し
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
ヒ

ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
の
所
諭
に
た
い
す
る
疑
間
が
あ
た
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
株
式
価
格
ｏ
評
価
に
お
い
て
、
機
能
し
て
い
る

企
業
資
産
と
株
式
価
格
の
評
価
と
の
あ
い
だ
に
関
連
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
探
究
を
な
す
必
要
が
み
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、

株
式
の
木
質
を
利
澗
証
券
と
し
て
把
え
、
物
的
代
表
証
券
と
し
て
把
握
し
て
は
な
ら
た
い
と
い
う
秩
極
的
な
理
論
が
欠
け
て
い
る
よ

　
　
　
　
　
　
○

う
に
お
も
わ
れ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
の
両
老
に
関
連
性
が
な
い
こ
と
を
認
め
る
と
、
株
式
価
格
の
形
成
は
ど
の
よ
う
な
基
礎
に
お
い
て
行

わ
れ
る
か
と
い
う
疑
間
が
生
ず
る
。
こ
の
課
題
に
た
い
し
て
、
ヒ
ル
フ
ア
ー
デ
イ
ソ
グ
は
無
機
能
資
本
家
の
提
供
し
て
得
る
資
本
所

　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
に
お
け
る
株
価
分
析
（
住
ノ
江
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
四
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
．
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
（
四
一
六
）

得
を
基
礎
と
し
て
、
も
し
そ
の
方
法
に
よ
ら
ず
に
、
他
の
方
法
に
よ
っ
て
資
本
所
得
を
得
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
資
本

所
得
を
得
る
か
と
い
う
こ
と
を
基
礎
と
し
て
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
に
得
ら
れ
る
と
考
え
る
資
本
所
得
を
想
定
す
る
。
こ
の

想
定
し
た
資
本
所
得
と
株
式
に
た
い
し
て
出
資
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
資
本
所
得
と
を
比
較
す
る
。
こ
こ
に
一
般
利
子
率
と
株
式

出
資
に
よ
る
配
当
と
の
比
較
が
な
さ
れ
る
。
い
わ
れ
る
理
論
的
に
評
価
さ
れ
た
基
礎
的
な
株
式
価
格
が
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
逆
が
、
い
わ
ゆ
る
利
回
り
で
あ
り
、
こ
の
利
回
り
と
一
般
利
子
率
と
対
照
す
る
と
こ
ろ
に
株
式
価
格
の
妥
当
性
を
も
と
め
る
方
法

が
生
、
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
、
よ
う
な
評
価
方
法
に
よ
っ
て
計
出
さ
れ
る
株
式
価
格
は
、
無
機
能
資
本
に
よ
っ
て
、
半
初
、
払
込
ま
れ
、
現
実

に
は
企
業
○
経
営
内
部
に
機
能
し
て
い
る
費
木
と
の
差
額
が
生
ず
る
。
こ
れ
を
創
業
利
得
と
す
る
。
株
式
が
発
行
せ
ら
れ
る
ば
あ
い
、

わ
が
国
で
は
、
額
面
で
発
行
さ
れ
る
の
が
慣
柏
で
あ
る
が
、
諮
外
国
で
は
、
株
式
の
准
行
は
株
式
の
時
価
を
標
準
と
し
て
た
さ
れ
る

倣
褐
で
あ
り
、
株
式
の
発
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
額
而
以
上
Ｏ
出
資
金
は
創
業
、
ま
た
は
発
行
を
な
し
た
も
の
の
利
得
と
な
る
か
ら

で
あ
る
。

　
”
１
、
し
て
、
こ
Ｏ
よ
う
な
梓
価
に
よ
る
株
式
価
格
な
椎
礎
に
し
て
な
さ
れ
る
株
式
収
引
は
、
企
業
Ｏ
外
部
Ｏ
貨
幣
資
本
に
よ
る
売
買

流
逝
で
あ
る
と
す
る
。
企
業
の
経
常
内
部
に
機
能
し
て
い
る
資
木
と
は
閑
連
性
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
企
業
資
木
と
は
独

立
し
た
追
加
貨
幣
資
木
に
よ
る
収
引
と
考
え
る
ｏ
で
あ
る
，
か
く
て
、
こ
れ
を
擬
制
さ
れ
た
資
木
と
諭
じ
、
塊
実
資
本
と
峻
別
す
る

の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
資
木
所
得
を
基
礎
と
し
て
祁
価
さ
れ
る
擬
伽
汽
木
を
木
貫
と
す
る
株
式
仙
俗
は
、
そ
れ
が
擬
糊
資
木
で
あ
る
と
い

、
つ
こ
と
に
お
い
て
、
価
格
形
成
に
小
確
定
た
奥
内
が
多
い
こ
と
に
な
る
ｏ
で
あ
る
、
し
か
も
、
貨
付
資
木
ｏ
よ
う
に
一
定
の
確
定
し



た
資
本
所
得
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
企
業
Ｏ
利
潤
が
計
算
さ
れ
て
後
に
配
分
さ
れ
る
資
木
所
得
を
基
礎
に
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
不
確
定
要
因
が
多
い
○
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
投
機
の
介
入
す
る
問
隙
が
生
ず
る
。
も
と
も
と
、
資
本
所
得
は
不
確
定
な
の
で
あ
る
か
ら
、
予
測
さ
れ
た
資
本
所
得
で

あ
り
、
し
か
も
、
一
般
利
子
率
そ
の
も
の
が
変
動
す
る
可
能
性
を
も
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
株
式
に
た
い
す
る
需
要
と
供
給
を
絶
え
問

な
く
変
化
せ
し
め
る
。
こ
の
変
化
に
よ
る
株
式
価
格
の
変
動
は
、
そ
の
変
動
に
よ
る
株
式
価
格
の
価
格
差
を
得
よ
う
と
す
る
投
機
を

招
来
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
株
式
の
流
通
市
場
の
中
核
を
な
す
株
式
取
引
所
は
投
機
の
場
と
化
す
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ヒ
ル
フ
ァ

ー
デ
ィ
ソ
グ
は
、
こ
れ
を
重
視
す
る
。
わ
が
国
で
も
嘗
て
は
、
株
式
取
引
所
が
投
機
の
場
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
論
断
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
ま
っ
た
く
、
こ
の
見
解
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
個
人
所
得
の
相
違
が
は
な
は
だ
し
く
、
貧
富
の

差
が
大
き
か
っ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
株
式
に
資
金
を
提
供
し
え
ら
れ
る
個
人
の
数
は
き
わ
め
て
少
く
、
株
式
に
よ
る
資
金
の
調
達

は
、
全
産
業
資
金
の
調
達
に
お
け
る
比
重
は
一
般
周
知
の
よ
う
に
当
時
よ
り
も
漸
減
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
株
主
の
分
布
や
株
式
の

分
散
の
状
態
は
、
今
目
に
比
し
て
非
常
に
狭
少
で
あ
っ
た
。
こ
の
株
式
投
資
の
大
衆
化
を
な
す
た
め
の
手
段
と
し
て
、
株
式
取
引
所

は
清
算
取
引
ま
た
は
、
純
然
た
る
差
金
坂
引
の
売
買
仕
法
を
採
用
し
て
い
た
と
い
う
、
も
っ
ぱ
ら
投
機
の
場
と
な
る
基
盤
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
導
く
要
因
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
不
確
定
な
資
本
所
得
は
、
資
本
所
得
の
た
め
の
資
本
提
供
に
は
予
測
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
の
資
本
所
得

の
不
安
定
性
と
投
資
の
予
測
性
が
株
式
に
た
い
す
る
需
要
供
給
を
投
機
的
に
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
論
理
を
ヒ

ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
が
明
確
に
論
述
し
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
論
述
の
底
流
を
さ
ぐ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
論
理
を
察
知
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
さ
ら
に
、
こ
の
論
理
を
延
長
せ
し
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
投
機
の
胚
胎
は
、
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き
わ
め
て
自
然
的
に
形
成
さ
れ
る
株
式
価
格
の
ほ
か
に
、
こ
の
投
機
作
用
を
基
盤
と
し
て
、
株
価
を
悉
意
的
に
形
成
す
る
た
め
に
、

株
価
操
縦
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
発
展
し
て
、
買
占
や
株
集
め
が
強
引
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
ら
に
対
抗
し
て
安
定
操
作
が
試
み
ら
れ
、

さ
ら
に
、
委
任
状
闘
争
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
株
価
の
激
変
は
も
と
よ
り
、
経
営
支
配
に
も

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
領
域
に
ま
で
は
、
株
価
の
形
成
と
い
う
こ
と
を
課
題
と
す
る
か
ぎ
り
、

ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
に
お
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
株
式
価
格
の
形
成
そ
の
も
の
を
課
題
と
し
て
展
開
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

他
の
結
論
へ
の
理
論
的
展
開
に
お
け
る
一
つ
の
論
理
過
程
と
し
て
株
価
形
成
を
と
り
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
し
て
も
、
株
価
形
成
　
　
株
価
分
析
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
、
そ
の
軌
道
を
逸
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
た
と
え
、
そ
の
叙
述

が
デ
ッ
サ
ソ
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
課
題
の
解
決
に
多
く
の
貢
献
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
賛
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
も
う
。

　
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
と
対
照
的
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
ヶ
－
ソ
ズ
で
あ
る
。
ヶ
ー
ソ
ズ
の
二
般
理
論
」
は
、
一
般
に
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
そ
の
理
論
的
基
盤
に
お
い
て
、
証
券
市
場
に
お
け
る
基
本
現
象
を
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
な
お
、
株
価
の

形
成
に
も
ふ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
二
人
は
、
そ
の
経
済
理
論
に
お
け
る
劃
期
的
著
書
に
お
い
て
、
証
券
市
場
、
な
い
し
は
株
式
価
格
の
形
成
に
ふ
れ
、
そ
れ
を

理
論
展
開
の
一
過
程
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
が
石
女
と
批
判
さ
れ
て
い
た
と
き
、
新
し
い
分
野
に
た
い
す
る
斑
論

的
展
開
を
な
し
遂
げ
た
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
が
、
た
と
え
、
そ
の
所
論
に
お
い
て
、
批
判
せ
ら
れ
る
多
く
の
個
所
を
見
出
し
う
る

と
し
て
も
、
資
本
主
義
経
済
杜
会
の
分
析
に
た
い
し
て
、
証
券
市
場
を
焦
点
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
い
に
注
ｎ
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
り
、
近
代
経
済
学
領
域
に
お
い
て
、
大
い
な
る
発
展
に
寄
与
し
た
ヶ
ー
ソ
ズ
が
、
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
と
軌
を
と
も



に
し
て
、
証
券
市
場
に
お
け
る
課
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た
、
多
く
の
関
心
を
惹
く
も
○
で
あ
る
い

　
わ
が
国
の
経
済
理
論
の
展
開
、
こ
と
に
金
融
理
論
の
研
究
に
お
い
て
、
証
券
市
場
現
象
を
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
た
い

し
て
、
少
な
か
ら
ざ
る
示
唆
を
あ
た
え
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
　
（
…
ハ
．
八
）

　
◎
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
株
価
分
析
の
基
礎
理
論
」
一
九
二
－
一
九
九
ぺ
ー
ジ
、
お
よ
び
、
二
〇
六
－
二
二
四
べ
ー
ジ
参
照
の
こ
と
。
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